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     SearchArgs _SearchArgs;

            int iix = 0;
            try

            {
                //出力項目を以下のとおりセット

                Args.SQL.SQLItem = new List<string>();

                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIH_TKCD ");                             //☆CodeX(1)
                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIH_DATE ");                             //●Date(1)

                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIH_YM ");
                                  :

                                 :

                                 :

                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIM_NYUKIN_DNO ");

                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIM_SHKB ");                             //☆CodeX(7)

                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIM_SBCD ");                             //☆CodeX(8)
                Args.SQL.SQLItem.Add("DURIM_TEKI ");

                Args.SQL.FromSQL = " FROM D_URIKAKE_H LEFT JOIN D_URIKAKE_M ON (DURIH_DNO = DURIM_DNO) ";

                Args.SQL.WhereSQL = " WHERE ROWNUM = 1";











接続ログ表示

接続ログ表示を起動します。

図 1 接続ログ画面（1）

ここでは行の詳細をクリックしてみます。

図2 接続ログ画面（2）

初期値のままエンターキーで進むとプログラム名でエンター後、(図1)のような表示がされました。

日付範囲内、起動されたプログラムです。終了日付時間が表示されていないものはプログラムがまだ起動中
であるか何らかの異常終了が考えられます。

　この場合、マスタ保守処理中に行われた更新処理がＳＱＬ文として確認することができます。
内容をより詳細に見たい場合は「F11 EXCEL出力」を押下してエクセルにて確認できます。
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接続ログ表示

「F12 終了」を押し前画面に戻ります。
ここでは「F6 条件詳細」を押してください。

図3 接続ログ画面（3）

左袖がオープンされ抽出詳細条件の入力が可能となります。

　図3のようにプログラム名ではなく備考にはログインログと表示されます。

※接続ログとは別にエラーログがありますが上記「接続ログ」とは関係ありません。
Try ～ Catch ex As Exceptionによるエラー時に”Log.Out(eLogOutput.エラー, "error Exception", ex)”の
記述をします。

　これはエラー時のログを実行時ディレクトリ配下の”LogFile.LOG”ファイルに出力する為の記述であり、
ほとんどのメソッド内に記述することをお勧めします。

ここでは最下部のログイン開始・終了サマリを選択し、「F11 表示」を押してください。

ログインの開始・終了時間が表示されます。現在から過去へと降順にならんでいますので最上部が
最新のログということがわかります。
 (ヘッダー部をクリックすることで昇順・降順など切り替えることができます）

　最上部で終了時間がない場合は現在起動中であると思われます。更新や管理マスタの排他エラー時には確
認してください。

　ログ出力に関しては業務プログラムで意識して組み込むことはありません。すべてシステ
ム側で出力します。
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おたすけスタッフ Ver2.0

記　号 プログラム名称 dll記号

用
紙

仕
様
書

本
数

本
数
S

入　　力
HH010 売上入力 F_HH010_1 1 - 1
HH011 入金入力 F_HH011_1 - 1
HH012 仕入入力 F_HH012_1 1
HH013 支払入力 F_HH013_1 1

日　　報
売上伝票確認票 F_HH010_2 B4横 1
入金伝票確認表 F_HH011_2 B4縦 1

請　求　管　理
HH030 請求書発行 F_HH030_1 1 A4 1
HH031 請求一覧表 F_HH031_1 B4 1
SHIME_SEIKYU 請求締日繰越 F_SHIME_SEIKYU_1 - 1
HH040 買掛金元帳 F_HH040_1 1
HH041 買掛一覧表 F_HH041_1 1
SHIME_KAIKAKE 買掛締日繰越 F_SHIME_KAIKAKE_1 1

月　　報
HH050 得意先管理表 F_HH050_1 B4 1
HH060 得意先売上順位表 F_HH060_1 B4縦 1
HH038 取引先別請求入金一覧表 F_HH038_1 B4 1
HH052 商品管理表 F_HH052_1 B4 1
HH051 仕入先管理表 F_HH051_1 1
HH620 未入金一覧表 F_HH620_1 1

問い合わせ
HH035 売掛明細問合せ F_HH035_1 1
HH045 買掛明細問合せ F_HH045_1 1

月末繰越
SHIME_GETUMATU 月末／期末繰越 F_SHIME_GETUMATU_1 1

保　　守
TKMTN 得意先保守 F_TKMTN_1 1 － 1
SRMTN 仕入先保守 F_SRMTN_1 1
CD_HEN_TKCD 得意先コード変更 F_CD_HEN_TKCD_1 1
CD_HEN_SRCD 仕入先コード変更 F_CD_HEN_SRCD_1 1
CD_HEN_SHCD 商品コード変更 F_CD_HEN_SHCD_1 1

TKSMTN 得意先請求残 F_TKSMTN_1 1 － 1
SRSMTN 仕入先買掛残保守 F_SRSMTN_1 1

SHMTN 商品保守 F_SHMTN_1 － 1
KOMTN 項目マスタ保守 F_KOMTN_1 1 － 1
MEMTN 名称マスタ保守 F_MEMTN_1 1 － 1

KANRI 管理情報保守 F_KANRI_1 1 － 1

TANTO_KENGEN 運用担当保守 F_TANTO_KENGEN_1 1 － 1

TNMTN 単価保守 F_TNMTN_1 － 1
検　　索

F_TK_SRC 得意先検索 1
F_SH_SRC 商品検索 1
F_KO_SRC 項目検索 1
F_ME_SRC 名称検索 1
URI_SRC 売掛明細検索 1
SHI_SRC 買掛明細検索 1

更新取り消し
CANCEL_GETUMATU 月末・期末更新取消 F_CANCEL_GETUMATU_1 1
CANCEL_SEIKYU 請求締日更新取消 F_CANCEL_SEIKYU_1 1
CANCEL_KAIKAKE 買掛締日更新取消 F_CANCEL_KAIKAKE_1 1

その他
LOGDISP ログ確認 F_LOGDISP_1 1 1
BACKUP_EXP データバックアップ F_BACKUP_EXP_1 1 1
RESTOR_IMP データインポート F_RESTOR_IMP_1 1 1

OtasukeApp メインメニュー F_OtasukeApp_1 1 1
PRMTN 印刷装置保守 F_PRMTN_1 1 1

MenuMTN メニュー保守 F_MenuMTN_1 1 1

14 39 10
計( 29

備　　考

ｼｽﾃﾑ区分2以上以外照会

ｵﾌﾟｼｮﾝ指定により管理情報照会

全てBaseControlに含むBaseSearchFormクラス

※　dll記号名　の色付きは2018年10月現在制作済みです。
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特記・制限事項

Visual Studio のバージョンは　2010 Profetional を使って開発しています。

　オラクルに関してははオラクルexpressまたは有料バージョンのどちらに向けても動作
可能です。

　開発環境は32ﾋﾞｯﾄ環境ですが、Visual Studioでは32/64ﾋﾞｯﾄ環境へのターゲット指定
が可能である為、バッチコンパイラーを用意しておりいずれの環境へも労無く作成でき
ます。
動作検証においてもいずれの環境でも現状、問題なく動作しております。

Visual Studio Expressでの動作検証はしておりません。

 各ツールは主にＣ＃.NETで作られており一部のコントロールはＶＢ．NETで作られてい
ます。開発環境は３２ﾋﾞｯﾄ(x86)環境が必要です。
開発業務も同様にいずれかもしくは両方の言語で作成可能です。

本システム開発はWindows10 Hyper/VでWindows7環境で開発しております。

　ＳＱＬサーバー等、他のデータベースについてもオラクルと同様な（カプセル化され
た）インターフェースを開発することで業務への影響をしない開発が可能です。

　外部のコントロールは｢ＶＢリポート｣(アドバンスソフトウェア)を使っていますが、テ
スト時はこのコントロールの試用版で十分です
正式リリース時には、一括コンパイルするなどの方法(１開発ライセンス)で対応すること
が可能です。

　ＶＢリポートは設計・レビュー時などのエクセルシートをそのまま開発工程へ採用することがで
き、リポートを新たに作成するなど余計な作業を省くことができる優れたツールです。

※体験版実行時には体験版である旨のメッセージ表示と印刷部にも体験版メッセージが出力されます

　他にはエクセル操作の為にNPOI(Officeのドキュメントの操作を行う事が出来るApache
POI(Javaライブラリ)の.NET用に移植されたライブラリ)などを使用しています。
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